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外国旅行の動向第 1 章
シンガポール

	 1	 	外国旅行の現状と展望
■シンガポール人の外国旅行志向は強い。その理由の一つ

に、国土の狭さが挙げられる。シンガポールの面積は734.3
平方キロメートルと、東京 23 区（628 平方キロメートル）よ
り一回り大きい程度である。従って、シンガポールでは国
内旅行という概念はないに等しく、旅行と言えば外国旅行
を指す。

■外国旅行志向が強いもう一つの理由は、四季のない気候
が挙げられる。人々は四季折々の風景やアクティビティに憧
れて外国旅行をする。加えて、シンガポールは郊外まで行っ
ても団地が多く建物に囲まれているため、自然を楽しむた
めにも外国旅行をする。

■シンガポールからの外国旅行者数（陸路でマレーシアへ移
動した旅行者を除く）＊1 は、2006 年から2019 年まで 14 年
連続で増加し、2019 年には過去最高の1,071万 717人を
記録した。2023 年は 938 万 8,580人であった。2019 年時
点のシンガポールの人口＊2 は約 580 万人であり、住民 1 人
につき1 年に 2 回弱の外国旅行をした計算になる。

■各国・地域の政府が公表した数値によると、2023 年の旅
行先は、第 1 位がマレーシア（830 万 8,230人、陸路での
旅行者を含む）、第 2 位がインドネシア（141 万 4,447人）
となっている。次いで、タイ（102 万 7,424 人）、日本（59
万 1,267人）、台湾（42 万 3,063 人）、香港（40 万 29人）、
豪州（36 万 4,010人）の順である。2024 年 11月時点で、
2023 年の中国の数値は公表されていないが、2019 年に中
国を旅行したシンガポール人は 100 万 8,545人であった。

■シンガポールと、対岸のマレーシア側のジョホール・バルは、
二つの橋でつながっており、陸路で容易に訪問できる。車
やバス、列車などに乗って、週末に日帰りで出掛けるシン
ガポール人が多い。特に最近は連休の国境の混雑ぶりは
報道で取り上げられるほどである。目的は、ショッピング
や食事、ゴルフ、商用などである。

■また、シンガポールと近隣のインドネシアの島々は高速フェ
リーで結ばれており、週末を利用したリゾート旅行をするシ
ンガポール人も多い。

■陸路と海路による隣国への移動は日帰りも可能で、シンガ
ポール人にとっては、数か月前から予め計画を立てる旅行と
いうよりも、思い立ったら出掛けるような気軽な余暇となっ
ている。

■近隣の東南アジア諸国はいずれもシンガポールより物価が
安く、飛行機を利用して短時間で行ける上、LCC（格安航

空会社）を含めて運航便数も多く、週末や短い学校休暇で
も旅行が可能である。

■中華系シンガポール人にとって、中国、香港、台湾は同じ
中国語圏であるという安心感がある。中国は旅行費用が安
く、現地滞在日数が同じ商品で比較すると、費用が訪日商
品の半額程度という旅行商品が多い。最近では、中国が
よく売れていると言う旅行会社も多く、訪問地としては、南
部が多く、張家界、雲南などが人気である。また、アジア
の中では韓国も人気である。

■豪州は英語が通じ、欧米の文化が感じられ、教育旅行先・
留学先としても定着している点が訪問者の多い理由であ
る。連邦政府の観光局や州単位の観光局もシンガポールで
活動をしている。

■上記の国・地域へは、シンガポールから多くの LCC が運
航している。複数の LCC が同じ区間を運航している場合
も多く、価格競争の恩恵を受けて廉価に旅行することがで
きる。

■旅行商品では、ヨーロッパの人気も高い。スイスなど 1 か
国を旅行するものもあれば、複数の国を周遊するものもあ
る。団体ツアーの価格帯は、日本の商品価格に近いものも
多い。

■外国旅行のリピーターの増加に伴い、新たな旅行地への需
要も増加している。旅行会社の商品ラインアップには、長
期休暇中の旅行先として、トルコ、アラブ首長国連邦（ド
バイ）などの中東や、アフリカなどの異国情緒あふれる旅行
地に数週間滞在する商品も加わっている。

■2005 年に日本政府がシンガポールをビジット・ジャパン・
キャンペーンの重点市場に指定して以来、訪日旅行の誘致
活動が積極的に展開され、訪日シンガポール人数は右肩上
がりで増えてきた。新型コロナウイルス感染症の影響で渡
航が制限された 2020 年から2022 年の期間には数が落ち
込んだものの、2023 年は 59 万 1,267人で過去最高値と
なった。
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■観光庁「訪日外国人消費動向調査（2023 年）」によると、
観光目的の訪日シンガポール人が旅行前に役立った旅行情
報源（複数回答）として、YouTube などの動画サイト

（41.1％）、Facebook や X（旧 Twitter）などの SNS（ソー
シャル・ネットワーキング・サービス）（32.7％）、Tripadvisor
などの口コミサイト（29.8％）などが挙げられた。

■同調査から、オンライン上で情報を入手する傾向が高いこ
とが分かる。近年は Instagram の人気も高い。

■同調査によると、訪日旅行の手配方法は、店頭での申し
込みが 11.9％、電話などその他の方法での申し込みが
1.1％であった。一方、ウェブサイトからの申し込みは 86.9％
と高かった。多くの人がオンライン上で旅行の手配を行って
いることが分かる。

＊ 1：	 シンガポールに居住している外国籍の出国者も含まれている。
＊ 2：	 シンガポールに居住している外国籍所持者も含まれている。

	 2	 	旅行に対する一般消費者の考え方
■シンガポールでは、業務上の必要性があれば残業を厭わな

い人もいるが、一般的には日本よりワーク・ライフ・バラン
ス（仕事と家庭のバランス）が重視されている。家族との余
暇は生活の重要な要素であり、春と秋の1 週間程度の短
い子供の学校休暇に合わせて旅行をする家庭が多い。

■都市国家のシンガポールで、旅行と言えば外国旅行を指す。
国内での余暇は選択肢が限られる上、雄大な自然に親し

む場所も少ない。このことから、「シンガポールにない自然
に触れるために、外国旅行をしたい」という意識が強い。
また、一年中高温多湿のため、シンガポールとは異なる気
候を外国旅行で楽しむことに魅力を感じる。

■上述のとおり、陸路やフェリー、LCC で周辺国に気軽に行
けるため、シンガポール人にとって外国旅行は非常に身近
である。

■祝日が週末に重なる 3 連休や、春と秋にある短期の学校休
暇などには、家族や親戚、友人と近隣諸国へ旅行をする
人が多い。

■シンガポールのスクールカレンダーでは、夏休みが概ね 5月
下旬～ 6 月下旬、冬休みが概ね 11月中旬～12 月下旬に
なることが多く、この時期にシンガポールから日本や欧米な
どに向かう中距離・長距離国際線の航空券価格は高騰す
る傾向にある。

■シンガポール・チャンギ国際空港は、100 社近くの航空会
社がシンガポールと約150 都市を結ぶアジア有数のハブ空
港である。2023年の年間利用者はおよそ5,890万人に上っ
た。

■同空港には、シンガポール航空が設立したスクートを始め、
エアアジア、ジェットスター・アジア航空など多くの LCC が
就航している。LCC 各社は機材更新を機会に、旧機材で
は航続距離が足りなかった中距離国際線を拡充させたり、
逆に短距離国際線をより効率よく運航できる機材で周辺
諸国の就航都市を拡充させたりしている。
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■高い経済力や充実した航空路線網を背景に、シンガポール
人の外国旅行の頻度は高い。平均的には、旧正月などの
連休や学校の長期休暇を利用した 1 週間程度の旅行を年
に 1 回～ 2 回、近隣諸国への旅行（1 泊～ 3 泊）を年に数
回している。

■個人旅行をする人々の多くは、航空券の予約サイトや航空
会社、ホテルなどのウェブサイトを通じて予約したり、フリー
&イージー商品（航空券と宿泊がセットになった個人旅行
者用の旅行商品）を利用したりして、自由な旅行を楽しん
でいる。

	 3	 	一般消費者の志向の変化
①日本食
■日本食はブームを超え、シンガポールの食文化の一つとなっ

ている。
■寿司店やラーメン店、居酒屋、定食屋などのほかに、日本

式の洋食・洋風スイーツに至るまで、日本食の選択肢は多
い。

■日本食はレストラン以外でも楽しまれている。デパートの伊
勢丹、髙島屋、スーパーの明治屋、DON DON DONKI＊3

などの日系の店舗では、日常的に日本の食材や弁当などを
買い求めることができる。

■上記の店舗にある催事場や特設の商品陳列スペースは、北
海道フェアのような特定の地域の農産品や加工品を集め
た物産展に活用されており、盛況を博している。

■日本産の食材・食品はブランド化が進んだことにより、入
手経路はもはや日本食レストランや日系店舗に限らず、シン
ガポール資本の店舗でも販売されるものが増えている。

■上述のような食材・食品のブランド化が成功して観光客誘
致にもつながった先行事例が北海道であるが、近年は北
海道に限らず日本各地の食材・食品もブランド力を獲得し
つつある。

■シンガポールでは、消費者に対するアンケートで興味のある
観光のコンテンツを聞くと、食が上位に挙がることが多いこ
とから、最近では、食と観光の連携による宣伝活動を行っ
ている事例もよく目にする。

＊ 3：	 ドン・キホーテの外国向けブランド

②健康志向の高まり
■シンガポール政府は、国民の健康維持と総医療費抑制を

目的に、様 な々施策を実施している。代表的なプログラム
として、健康増進局が推進する「より健康的な選択シンボ
ル（Healthier Choice Symbol）」がある。これは、一定の

基準を満たす食品に対して認定シンボルが与えられる制
度である。認定シンボルは、2001 年の発足時の 300 品目
から、2023 年には 4,000 品目に増えている。

■その他、飲料に「Nutri-Grade」と呼ばれる栄養表示を義
務化するなど、消費者が健康に良い食品を選択できる取り
組みを進めている。また、主要スーパーでは有機食品のコー
ナーが設けられていたり、サプリメント（栄養補助食品）を
販売する専門店も見られたりするなど、人気を集めている。

■健康志向の高まりを背景に、趣味でスポーツをする人も増
えている。日本の公民館に相当する各地域のコミュニ
ティーセンターには、バドミントン、テニス、卓球、スカッ
シュ、バスケットボールなどのスポーツ施設が併設されてお
り、政府による利用促進策の後押しもあって利用人数が
年々増加している。また、公園や川沿いでジョギングやサ
イクリングをしたり、スポーツやジムで汗を流したりするシン
ガポール人もよく目にする。

③ E コマース（EC：電子商取引）の拡大
■ IT（情報技術）リテラシーが高く、ほぼ全ての国民がスマー

トフォンを持っている。加えて、国土が狭く、配送網の構
築が比較的容易であることから、シンガポールは EC 業者
にとってビジネスが展開しやすい環境にある。

■新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う外出制限期間中
は、小売店やレストランも営業を停止していたため、EC の
利用者が増加した。デジタルネイティブ世代で EC 利用が
定着したのはもちろんのこと、日本ではあまりEC を利用し
ないような世代でも、シンガポールでは EC を使いこなして
いる人もいる。

■少しでも安く買い物をしようと、複数の EC サイトで値段を
比較したり、クーポン（割引券）を検索して割引を受けたり
する消費者もいる。

■EC 利用者の中には、出品者側の口コミなどを入念に確認
して、信頼のおける取引相手かどうかを確認する人も多い。

■支払いはクレジットカードやリアルタイム決済システム（Pay 
Now）などを使っており、オンラインでの支払い方法が非常
に浸透している。

	 4	 	気候・風土が外国旅行に与える影響
■シンガポールは北緯 1 度と赤道直下に位置し、熱帯雨林気

候に属する。年間を通じて高温多湿で、各月の平均最低
気温は 25 度程度、平均最高気温は 30 度～ 32 度とほぼ
一定であり、湿度も晴天の日中に一時的に 70％を下回るほ
かは常にそれ以上である。
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■年間を通じて各月の降雨日数は 10 日以上あることがほと
んどで、11月～12 月はひと月当たり20 日近くに及ぶ。時
期によって若干の違いはあるものの、四季のような気候の
変化は少ない。そのため、日本の秋・冬・春など、シンガ
ポールにない季節は、大変魅力的に映る。

■都市国家のシンガポールでは、西端から東端まで高速道路
を車で走っても 40 分弱である。狭い国土が故に MRT

（Mass Rapid Transit：大量高速輸送システム）も全てが各
駅停車であり、バスの運転間隔は 5 分～15 分程度という
交通体系となっている。そのため日本を含む外国旅行先で
の移動にかかる時間（所要時間・待ち時間）のイメージが
湧かない人も多い。

■将来の人口増を見越した国土開発が進むシンガポールで
は、国土の 85％以上は開発済みである。天然の熱帯雨林
が残る自然保護区もあるが、公園と自然保護区を合わせた
自然は、国土全体の 8％程度しかない。

■国土は全体的に平坦な地勢が続き、山や谷は少ない。シン
ガポールの最高地点は、中央部に位置するブキティマヒル
の山頂（164m）である。また、国内にトレッキングコースな
どが整備されており、自然の中で歩くことを楽しむ人も多い
が、外国では更なる壮大な自然を味わうことができること
も魅力に感じられるようである。

	 5	 	外国旅行の旅行形態別特色
①団体旅行
■旅行手配のトレンドは個別手配が多くなっているが、年配

層を中心に、引き続き団体ツアーの需要もあり、旅行会社
が販売を行っている。店舗での販売のほか、旅行フェアで
の販売も一般的である。

■行き先としては、日本のほか、中国、香港、豪州、台湾、
タイ、マレーシア、韓国、米国、マカオ、ヨーロッパなど、
世界各国・地域の商品が造成されており、ガイド付きの多
様な旅行先への団体ツアー商品が造成・販売されている。

■その国・地域の多様な観光魅力を少しずつ広く経験したい
という消費者の希望を反映し、団体ツアーの旅程には、自
然、伝統建築物や文化遺産、芸術鑑賞、食事、テーマパー
クなど、様 な々要素が含まれていることが多い。

■各社の競合も激しいため、キャンペーンを盛んに行ってお
り、「同行者は半額」、「大幅割引」、「子供料金は無料」、

「特典・景品の提供」などの手法により、各社が顧客の囲
い込みを図っている。そのため、旅行会社の商品造成に当
たっては、仕入れ価格への関心が高い。

■大手旅行会社の一部は、価格競争からの脱却を目指し、人

気俳優と旅するツアーなど特徴のある団体ツアーを造成・
販売している例もある。

■エキゾチックな旅行先への注目も高まり、中東・アフリカ諸
国などを訪問する団体ツアーも販売されている。

■シンガポール旅行業協会（National Association of Travel 
Agents Singapore：NATAS）が主催する旅行フェアで販売
される訪日旅行商品の多くは、団体ツアーである。各旅行
会社が特別料金や特典を付けて販売するため、団体ツアー
で旅行を検討している消費者の多くが、これらの会場で旅
行商品を購入する。

■中国ツアーは価格帯が安い商品も多い。特に2024 年にお
いては中国商品の人気が高く、旅行フェアなどでも旅行会
社ブースに列をなすような光景も見受けられた。

■訪日団体ツアーの行き先は、北海道、中部（立山黒部アル
ペンルート、白川郷、高山など）と九州（福岡、長崎、別
府、阿蘇、鹿児島など）といったライトリピーター向けの商
品が多く販売されている。

②個人旅行
■若者などを中心に、団体ツアーではなく個人で旅行をする

ことが多い傾向にある。そのため、オンライン旅行会社
（OTA）が躍進しており、広告なども盛んに発信されている。
OTA は地場系のものもあるが、グローバル OTA が中心で
あり、例えば Agoda、Klook、Trip.comといった OTA が
利用されている。

■近隣のマレーシアやインドネシア、タイなどへは、従来から
個人旅行の需要が多い。

■英語圏の豪州は言葉の問題がなく、個人旅行がしやすい
地域である。また、中華系シンガポール人にとっては、中
国語圏の中国、香港、台湾も言葉の問題がない。

■これらの国・地域へ旅行する際、OTAを活用し、航空券
とホテルを個別に購入する人が多い。

■また、割合は少ないが、フリー&イージー型商品について
も旅行会社から販売されている。なお、シンガポールの旅
行業界では、個人旅行のことを「フリー&イージー」や「DIY

（Do It Yourself）」と呼ぶことが多い。
■日本での体験観光商品や交通パスを販売しているOTAの

利用も定着しつつある。航空券や宿泊を航空会社やホテル
のウェブサイトで予約し、鉄道周遊券や施設の入場券を
OTAで購入する人も増えている。

③高所得者向け高付加価値旅行
■一部の旅行会社では、高付加価値旅行者層に特化した旅

行販売を行っているところもある。そのような旅行会社で
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は、顧客の高付加価値旅行者層にオーダーメイドでの旅行
商品を提供している。

■様 な々商品があるが、エクスクルーシブな体験コンテンツが
人気となっている。また、宿や食についてもこだわりを持
たせた商品の提供が行われている。

■上述の旅行会社からは、一般向けツアー商品の流通とは
異なり、地域に特化した DMC（Destination Management 
Company）や直接施設からの仕入れを行いたいという意向
も多い。また、レスポンスの速さを求める傾向にある。

■日本は非常に人気の高い旅行先であり、地方にも関心が高
く、特に北陸は人気である。

④テーマ別旅行（スポーツ）
【スキー】
■熱帯のシンガポールでは体験できないスキーを趣味とする

人も多い。スキーツアーも定期的に販売される。大手旅行
会社で、スキー商品の販売促進のため模擬体験ができる
施設を有するところもある。訪日スキーツアーの行き先は北
海道や長野県が多い。近年、一般の旅行会社が取り扱う
冬の訪日旅行商品の中で、ニセコへのスキーツアーが定番
化しつつある。個人旅行で繰り返し日本のスキー場を訪問
しているという人の話もよく聞く。ヨーロッパや北米のス
キーリゾートと比べて距離が近いことや、雪質の良さが選ば
れる理由である。

【ゴルフ】
■ゴルフはシンガポールでは人気のスポーツである。車で気軽

に行けるマレーシアのジョホール・バルや、船で 1 時間弱の
インドネシアのバタム島、ビンタン島には、シンガポールよ
りも安価にプレーを楽しめるゴルフ場があり、多くの人が訪
れる。異国情緒を味わえるタイや、湿気が低く夏も比較的
涼しい豪州も、ゴルフ旅行の目的地として人気が高い。シ
ンガポールの政府系企業が開発したゴルフリゾートがある
中国雲南省の昆明も人気がある。日本でのゴルフについて
も関心を持つ旅行会社もある。

【ウォーキング、サイクリング等】
■シンガポール政府が実施した調査（SPORTDEXSG）で

は、シンガポール人が行っているエクササイズのトップ 5 は、
ウォーキング、ジョギング、体操・ストレッチ、水泳、サイ
クリングとの結果で、健康志向が高まりつつある。そのた
め、外国においても、ウォーキングやジョギング、サイクリ
ングを楽しむ人が増えており、また、マラソンやトレッキン
グなどに関心を持つ人も多い。これらのスポーツ体験を旅

行商品に取り込む旅行会社も増えつつある。例えば、中山
道を歩くツアーや、しまなみ海道でのサイクリングを楽しむ
といったことも、良く聞かれる。

⑤クルーズ旅行
■シンガポールを発着するクルーズには、東南アジアを周遊

するものなどがある。2024 年はロイヤル・カリビアンの
Anthem of the Seas が就航し、旅行会社でも商品販売が
行われている。また、2025 年に予定されているディズニー
クルーズラインのシンガポール就航も話題になっており、
2024 年に広告出稿なども盛んに行われているなど、クルー
ズ旅行への関心も高まりつつある。

■シンガポール発着のみならず、フライトと組み合わせた外国
発のクルーズツアーの販売も行われており、ヨーロッパや
北米、アジアの商品が盛んに販売されている。

■日本に立ち寄るクルーズ商品も数は少ないが販売されてお
り、韓国と組み合わせて 12 日間で 3,000 シンガポールドル
台～ 4,000 シンガポールドル台（約 34 万円～ 45 万円）程
度の商品がある。

⑥インセンティブ旅行
■シンガポールにおいてインセンティブ旅行は盛んに行われ

ており、シンガポール国内の参加者のみの旅行のほか、シ
ンガポールの会社が主導し東南アジア各地から参加する
パターンも多い。

■東南アジアの集約の場合等は規模が大きくなる場合も多
く、1,000人規模となる場合もある。

■シンガポールは金融以外にも製造業等も盛んであり、それ
らの企業のインセンティブも多く行われている。

■シンガポールのインセンティブ旅行会社は、受け入れ側に円
滑な対応を求めており、また、直前期に地域や施設等が決
まる場合も多い。一方、日本の施設等はレスポンスが遅かっ
たり、あるいは日本の DMC を介することを求めたりする場
合も多い点は、商機を逃すことにつながることもある。

■自由が効くプランである事を求める場合が多いため、例え
ば飲食物について個数の詳細な積算ではなく、ある程度
パッケージ化されたプランの中で自由に使用出来る事が望
ましい。

	 6	 	訪日旅行の価格競争力
■諸外国への団体パッケージツアーの価格を比較すると、以

下の表のとおりとなる。米国やヨーロッパを訪問するツアー
は、約 3,500 シンガポールドル～ 6,000 シンガポールドル
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（約 39 万円～ 67 万円）の高価格帯にあるが、訪日旅行に
比べ 2 倍近くの滞在日数となっていることから、価格相応
と見る利用者も多い。

■訪日団体パッケージツアーについては、比較的距離が近く
滞在日数も短い沖縄は1,800シンガポールドル（約20万円）
程度の商品があるが、九州以遠の各地へは軒並み 3,000
シンガポールドル（約 34 万円）以上の高価格帯にある。競
合国・地域と比べると、韓国とは 1,000 シンガポールドル

（約 11万円）、台湾とは 1,500 シンガポールドル（約 17 万
円）ほどの差がある。

■OTAで安い旅行商品が手に入れられる事情もあり、各社
とも安さ一辺倒ではなく、宿泊施設のランクや旅程の充実
度で商品の魅力を高める努力が見られる。概ね全方面の
旅行商品において、2019 年の調査結果より価格が上昇し
ている。

■シンガポール発団体パッケージツアー価格比較表

旅行地 旅行
日数

価格
（シンガポールドル）

価格
（日本円）

タイ（バンコク、カオヤ
イ国立公園など） 5 858 95,840

香港（香港ディズニーラ
ンド、ランタオ島など） 5 694 77,520

台湾（台湾東部、鵝鑾鼻
灯台など） 8 1,438 160,620

中国（海南島一周など） 6 1,088 121,530

韓国（ソウル、釜山、済
州島など） 8 2,091 233,560

★ 沖縄（首里城、沖縄美ら
海水族館など） 6 1,788 199,720

★ 九州（太宰府天満宮、桜島、
湯布院など） 9 3,088 344,930

★
中国・四国
（鳴門海峡、道後温泉、
倉敷美観地区など）

8 3,288 367,270

★ 近畿（南紀白浜、熊野古道、
伊勢・志摩など） 9 3,088 344,930

★ 中部（立山黒部アルペン
ルートなど） 9 3,188 356,070

★ 関東、近畿
（東京、京都、大阪など） 8 3,188 356,070

★ 東北（青森・山形と北海
道の周遊コース） 8 3,088 344,930

★ 北海道（小樽、ニセコ、
有珠山、函館など） 9 3,688 411,950

豪州（シドニー、ポート
スティーブンスなど） 8 3,088 344,930

ヨーロッパ（イタリア、
スイス、ドイツなど） 14 4,288 478,970

ヨーロッパ（スカンジナ
ビア地方、アイスランド） 13 3,788 423,120

北米（米国東海岸、ナイ
アガラ滝など） 14 5,988 668,860

中南米（ブラジル、アル
ゼンチン、ペルーなど） 20 17,688 1,975,750

アフリカ（南アフリカ、
ザンビア、ジンバブエなど） 12 4,988 557,160

★は訪日ツアー。
2024年 3月上旬に開催された旅行フェアNATAS Travel の会場で収集
した旅行会社の宣伝物を基に価格を集計（いずれの商品も空港諸税や燃
油サーチャージは別途加算）。日本円への換算は開催日のレートに基づき、
1シンガポールドル＝ 111.7 円で算出。

	 7	 	日本のイメージ
	 7-1	 	一般的な日本のイメージ
■シンガポールでは、日本語、日本食、日本の伝統的な文化、

アニメや漫画などのポップカルチャーなどがいずれも親し
みを持って捉えられており、テレビや新聞などの報道でも
好意的な報道が多い。ニュースでは、日本の経済や自然災
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害なども頻繁に報じられている。
■シンガポールの 2 大スーパーである FairPrice と Cold 

Storage には、日本の食材コーナーがあり、身近な存在と
なっている。 また、FairPrice の高 級 版 店 舗 である
FairPrice Finestでは、日本から空輸した生鮮食品も取り
扱っている。また、最近は、日本のドン・キホーテによる
小売店 DON DON DONKI や、日本のダイソーも多数出店
しており、日本の食品を街中で目にする機会が更に増えて
いる。

■日本製品に対する信頼は厚い。日本製の商品や日本企業
の店でないにもかかわらず、良いイメージを醸し出すため、
商品名や店舗屋外の立て看板（バナー）に日本語の文字

（ひらがな・カタカナ・日本語で用いる漢字）を入れるとい
う宣伝手法を取り入れている事例がある。

■若い世代を中心に日本のアニメや漫画は非常に人気があ
り、その中で頻出する日本語表現のいくつかが日常会話で
使用されることがあるほど浸透している。日本で流行して
いる最新のアニメや漫画が英語に翻訳されるのを待てな
いという理由で日本語の学習を志す人も珍しくないほどで
ある。

■外務省が 2023 年に実施した「ASEAN における対日世論
調査」によると、シンガポールと日本が「とても友好的な関
係にある」、「どちらかと言うと友好的な関係にある」と回答
したシンガポール人の割合は 87％に上った。また、「とても
信頼できる」、「どちらかと言うと信頼できる」と回答した人
の割合は 83％であった。国民の多くが親日的であると言え

る。
■同調査の「日本に対して抱いているイメージ」（複数回答）

は、「豊かな伝統と文化を持つ国（61％）」、「自然の美しい
国（50％）」、「経済力、技術力の高い国（49％）」、「生活水
準の高い国 （44％）」、「アニメ、ファッション、料理など新
しい文化を発信する国（34％）」の順であった。

	 7-2	 	旅行地としての日本のイメージ
■日本政府観光局（JNTO）が 2023 年に実施した「VJ 重点

市場基礎調査」において、シンガポールの国外旅行経験者
に聞いた「今後の地方エリアへの訪問意向を高めるもの」と
いう設問に対しては、「飲食」、「花見や紅葉、雪景色」、「温
泉」といった回答が上位になった。こうしたものが、旅行地
としての日本のイメージであることがうかがわれる。

その土地ならではの飲食

花見や紅葉、雪景色

温泉

混雑がなくリラックスした時間が過ごせる

その土地ならではの文化

世界遺産等の有名な観光資源

夜間に楽しめるアクティビティ

地方部らしさのある宿泊施設

美しいビーチ

登山、ハイキング、サイクリング等

現地の人 と々の交流

ラグジュアリーな宿泊施設

スキー、スノーボード等のウインタースポーツ

ダイビング、カヤック等のマリンスポーツ

44.7%

38.1%

35.4%

31.3%

30.8%

23.6%

18.2%

17.1%

15.8%

14.7%

14.3%

12.9%

10.9%

5.2%

今後の地方エリアへの訪問意向を高めるもの
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■2024 年 8 月に開催された旅行フェア NATAS Holidaysで
来場者を対象に行ったアンケート結果によると、訪日旅行
で体験したいことを複数回答可として尋ねたところ、回答
が多かったものは順に「桜」、「紅葉」、「温泉」、「日本食」、

「冬景色」であった。
■過去の類似調査と比較して大きな傾向の変化は見られな

いが、自然景観のうち「紅葉」が上位に入ることが増えてき
ており、桜の開花・満開予想のように、紅葉の時期につい
ての予想がどこで入手できるかといった問い合わせも
2023 年、2024 年と 2 年続けてよく寄せられるようになっ
ている。

■シンガポールの旅行会社による団体ツアーの商品案内を参
照すると、行程中に組み込まれている温泉宿の特徴、訪問
先で味わえる日本食の詳細なメニュー、催行時期に合わせ
た自然景観を楽しめる場所、という3 項目が総じて強調さ
れている。

■2024 年 4 月～ 9 月にかけてシンガポール国内の旅行会社
数社にヒアリングを行った結果によると、訪日旅行の懸念
点として「英語が通じない」を挙げる顧客が多いという傾向
は共通しており、翻訳アプリなどの性能が向上してもなお、
言語面の不安を挙げるシンガポール人が多いことがうかが
える。

	 8	 	評価の高い日本の旅行地
①東京とその近郊
■複数の航空会社による多数の直行便で結ばれており、現在

も日本へ向かう便の約 7 割は首都圏（成田・羽田）行きで
ある。

■首都圏（成田・羽田）が出入国拠点になっている理由は、
首都圏に滞在する旅行者だけでなく、ゴールデンルート、
北海道、東北、中部・北陸などへの各ツアーの参加者にも
利用されているためである。

■東京を起点に東京ディズニーリゾートや横浜、箱根、日光
などへ日帰りで足を延ばせることから、多彩な楽しみ方が
できる旅行先としての人気が根強い。

■日本の商品を簡単かつシンガポール国内よりも安価に手に
入れられることから、ショッピングの場としての人気も健在
である。団体ツアーの行程最終日に、首都圏のアウトレッ
ト・モールなどに長時間滞在する行程が多いことからも、
ショッピング人気がうかがえる。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、東京都が日本
全体の39.4％を占めた。千葉県は 3.3％、神奈川県は 2.1％

であった。
■団体ツアー商品では、北関東エリアの自然や花見などを訴

求ポイントとして、茨城、栃木、群馬を巡りながら、最終
日など一部の日に限って東京都内に滞在するコース設定を
するものも増えてきている。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・�上野、浅草、秋葉原エリア（浅草寺、東京スカイツリー
など）

　・副都心エリア（新宿、渋谷、池袋、原宿など）
　・臨海エリア（東京タワー、お台場、豊洲千客万来など）
　・テーマパーク（東京ディズニーリゾートなど）
　・横浜（中華街、山下公園、新横浜ラーメン博物館など）
　・箱根
　・日光（日光東照宮、中禅寺湖など）
　・�北関東の自然（国営ひたち海浜公園、あしかがフラワー

パークなど）
　・草津などの温泉地

②関西
■ゴールデンルートの始点・終点として大阪の人気が高い。シ

ンガポール人にとって、ショッピングは訪日旅行に欠かせな
い要素となっているため、紀伊半島を巡るツアーや中国・
四国地方を巡るツアーであっても、最終日に大阪や神戸で
のショッピングの時間が設けられることが一般的である。

■関西地方では、京都、大阪などの各都市間を容易に行き
来できることはシンガポールでも広く知られており、個人旅
行者も公共交通機関を活用して関西一円を旅行すること
が一般的になっている。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、大阪府は日本
全体の16.7％、京都府は 9.3％、兵庫県は 0.7％であった。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・�大阪（梅田、心斎橋、道頓堀、大阪城、ユニバーサル・
スタジオ・ジャパン（USJ）など）

　・京都（清水寺、平安神宮、金閣寺など）
　・神戸（南京町、三宮、神戸ハーバーランドなど）
　・奈良（奈良公園、東大寺、春日大社など）
　・和歌山（白浜、那智勝浦など）
　・三重（伊勢・志摩など）

③北海道
■雄大な自然、冬の雪景色、カニをはじめとする海産物、ラー
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メン、メロン、乳製品など、多種多様な食を通じて、北海
道人気が継続している。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、北海道が日本
全体の11.4％を占めた。

■道央・道南地域（札幌、小樽、函館、富良野など）だけで
なく、道東地域（釧路、阿寒湖、知床など）の人気も、リ
ピーター旅行者を中心に徐々に高まっている。

■雪への憧れから、北海道は冬の観光地としてのイメージが
強かった。しかし、近年は、6 月～ 7月に咲くラベンダーの
人気も定着しつつある。

■レンタカー会社と連携したシンガポールの旅行会社が過去
に大々的な販促施策を行ったという経緯もあり、夏期の北
海道のドライブ旅行は人気の旅行スタイルとなっている。

■最北の地としてのイメージから稚内を訪れてみたいという
声も聞かれるようになっており、英語での情報発信強化が
誘客につながるものと考えられる。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・�札幌（大通公園、時計台、白い恋人パーク、元祖さっぽ
ろラーメン横丁、大倉山、さっぽろ雪まつりなど）

　・函館（函館山、朝市、五稜郭など）
　・�洞爺、登別エリア（洞爺湖、昭和新山、熊牧場、登別

温泉、地獄谷など）
　・ニセコ、キロロ、ルスツのスキーリゾート
　・小樽（小樽運河、オルゴール堂など）
　・旭川（旭山動物園など）
　・�富良野（ファーム富田など）、美瑛（ケンとメリーの木、

パッチワークの路など）
　・釧路、阿寒湖エリア（釧路湿原、阿寒湖温泉など）
　・�網走、知床エリア（オホーツク流氷館、博物館網走監獄、

流氷砕氷船など）

④東北
■訪日リピーターの増加に伴い、東北をツアーコースに組み込

む旅行商品も旅行会社の商品ラインアップに加わるように
なっている。首都圏の空港で国内線に乗り継ぎ東北に入っ
たのち、域内を巡りながら陸路で首都圏を目指すパッケー
ジツアーや、首都圏からの鉄道パスを活用した自由行動型
の商品などがある。

■観光庁の「宿泊旅行統計」によると、訪日シンガポール人の
延べ宿泊者数構成比において、2009 年には東北は日本全
体の 0.9％（4,670人泊）であったが、東日本大震災が発生
した 2011 年には 0.4％（1,920人泊）に落ち込んだ。東日

本大震災時の福島第一原発事故の直後、放射能汚染に対
する懸念から、東北への団体パッケージツアーが激減し、
その後の需要回復も他地域より遅れていた。

■2023 年には、訪日シンガポール人の延べ宿泊者数構成比
において、東北は日本全体の1.1％（3 万 7,790人泊）であっ
た。しかし、訪日外国人（総数）の延べ宿泊者数構成比に
おいては、東北は日本全体の1.5％（142 万 8,060人泊）で
あったことから、訪日シンガポール人の伸びは緩やかであっ
たと言える。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・�青森県（十和田湖、奥入瀬渓流、八甲田山、弘前城（桜）、
ねぶた祭りなど）

　・秋田県（田沢湖、角館など）
　・�岩手県（平泉（中尊寺）、花巻温泉、小岩井農場、八幡

平など）
　・山形県（蔵王温泉、蔵王温泉スキー場（樹氷）など）
　・�宮城県（仙台、松島、仙台市周辺のアウトレット・モール

など）
　・福島県（福島市、会津若松、喜多方、猪苗代湖など）

⑤中部・北陸
■岐阜県内・長野県内の自治体などをはじめとする域内関

係者の継続的な誘致活動により、旅行先として定着してい
る。歴史・文化が感じられる高山や金沢、世界遺産として
評価が高い白川郷、雄大な山岳風景が楽しめる立山黒部
アルペンルートや上高地、スキー・雪体験ができる白馬など
を組み合わせたルートの人気が高い。

■北陸新幹線の延伸開業により首都圏から北陸地方へのア
クセスが向上していることも、訪日経験の多いシンガポール
人の間では認知されている。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、長野県が日本全
体の1.9％、愛知県 1.9％、石川県 1.0％、静岡県 1.0％で
あった。これら以外の県は、いずれも1％未満であった。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・立山黒部アルペンルート
　・金沢（兼六園、ひがし茶屋街、近江町市場など）
　・�長野県（松本城、上高地、わさび農園、白馬、地獄谷

野猿公苑、志賀高原、軽井沢など）
　・岐阜県（高山、白川郷、下呂温泉など）
　・名古屋（名古屋城、ジブリパークなど）
　・山梨県（河口湖、山中湖など）
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⑥中国・四国
■コロナ禍前に運航されていた広島空港への直行便は 2024

年 11月時点で復便に至っていないことから、関西に到着
後、山陰または高知県へ向かい、瀬戸内海側を通って関
西へ戻ってくるツアー経路が一般的となっている。

■域内の自治体などによる誘致活動により、個人旅行者の
間でも次第に認知度が高まりつつある。都市間の所要時間
などが正確につかめていないシンガポール人も一定数いる
ものと見られ、更なる認知度向上による訪問者増が期待さ
れる。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、広島県は日本全
体の 0.5％であった。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・�広島県（宮島、平和記念公園、原爆ドーム、大久野島な
ど）

　・山口県（錦帯橋など）
　・岡山県（倉敷、後楽園、果物狩りなど）
　・しまなみ海道
　・愛媛県（道後温泉、松山など）
　・徳島県（鳴門の渦潮など）

⑦九州
■シンガポール航空が福岡への直行便を週 7 便運航してお

り、九州各県によるシンガポールでの継続的な誘致活動も
あって、九州の知名度は高く、九州ツアーは旅行会社各社
で定番商品となっている。

■九州では、博多ラーメンや熊本ラーメン、かごしま黒豚、果
物狩りなど、多様な食が楽しめることが好評を博している。
加えて、阿蘇山や桜島などの雄大な自然、別府や雲仙、湯
布院などの温泉地も認知されている。

■福岡から長崎方面に足を延ばすシンガポール人も多いた
め、西九州新幹線の部分開業によるアクセス向上を機に、
今後は武雄温泉や嬉野温泉の認知度向上が期待される。

■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ
ポール人の延べ宿泊者数構成比において、福岡県は日本全
体の 2.2％、熊本県は 0.7％、大分県は 0.5％であった。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・福岡県（天神、キャナルシティ博多、太宰府天満宮など）
　・�佐賀県（祐徳稲荷神社、佐賀インターナショナルバルーン

フェスタ、鳥栖市内のアウトレット・モールなど）
　・�長崎県（平和公園、新地中華街、グラバー園、稲佐山、

佐世保、ハウステンボスなど）
　・大分県（別府温泉、湯布院温泉など）
　・熊本県（熊本城、阿蘇山、黒川温泉など）
　・宮崎県（高千穂、鵜戸神宮など）
　・鹿児島県（指宿の砂風呂、桜島など）

⑧沖縄
■2023 年 11月よりジェットスター・アジア航空の直行便が運

航を再開したこと、シンガポールからの距離では日本の他
の旅行地に比べ近いことから、訪日リピーターを中心に沖
縄への訪問意欲は高まっている。

■沖縄県ではレンタカーを利用する個人旅行者が多い。
■観光庁の「宿泊旅行統計（2023 年）」によると、訪日シンガ

ポール人の延べ宿泊者数構成比において、沖縄県は日本
全体の 0.6％であった。

■シンガポールで評価が高い代表的な旅行地は、以下のとお
りである。

　・那覇市内（国際通り、首里城公園など）
　・�本島北部、中部エリア（美ら海水族館、やんばる国立公

園、万座毛など）

	 9	 	訪日旅行の不満点
■シンガポールでは、民族的なルーツが異なる人同士の間で

英語を使ってコミュニケーションを図ることは日常的である
ため、訪日旅行の際に英語が通じないことにストレスを感
じる旅行者が多い。

■シンガポールは国土が狭く、例えば国内を結ぶ都市間バス
や高速鉄道などは存在しないため、日本での距離感がつ
かみにくく、移動に関する問い合わせが他市場と比べて多
い。

■2024 年 1月に JNTO シンガポール事務所が JFOODO（日
本食品海外プロモーションセンター）と共催した一般消費
者向けイベントや、2024 年 8 月に開催された旅行フェア
NATAS Holidaysで来場者を対象に行ったアンケート結果
によると、「訪日旅行で不安・不満に感じること」は、回答
の多かった順に以下のとおりであった。

　・英語が通じないことが多い。
　・食事のメニュー・注文方法が分からない。
　・公共空間にゴミ箱が少ない。
　・交通機関が複雑で案内が分からない。
　・買い物時の意思疎通が難しい。
　・Wi-Fi が利用できる場所が限られている。
■2023 年秋に JNTO シンガポール事務所が主催した Japan 
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Travel Fair や、上述の 2024 年 1月のイベントで、来場者
から多く質問が寄せられた項目は、以下のとおりであった。

　・�桜、紅葉、雪など、季節特有の自然景観が楽しめる時
期や場所に関する情報

　・�日本国内での移動手段や鉄道パスをはじめとした交通
商品に関する情報

　・�予算などの希望に合う宿泊施設や宿泊施設での荷物預
かりなどに関する情報

　・�人気のある温泉や貸切風呂など特色ある温泉の探し方
に関する情報

　・�ショッピングに都合の良い場所や免税手続きに関する情報

	 10	 	訪日旅行の買い物品目
■シンガポールには日系のデパートやスーパーマーケットが出

店し、日常的に日本の食品・日本製品を販売している。ま
た、北海道フェアなど、日本の物産展が定期的に開催され
ている。もとより物価の高いシンガポールにおいて、日本
の食品・製品は更に割高ではあるものの、多少の支出を惜
しまなければ、訪日しなくても日本の商品はある程度入手
することができる。

■しかしシンガポールでは手に入らない多種多様な商品、ま
た食材であればより鮮度の高いものを求めて、日本での
ショッピングを楽しみにする人は多い。2024 年 10 月時点
で為替相場においてシンガポールドルが日本円に対して強
い傾向が続いていることも相まって、訪日旅行中のショッピ
ングに対する期待は高いと考えられる。

■観光庁「訪日外国人消費動向調査（2023 年）」によると、
観光目的の訪日シンガポール人が訪日前に期待していたこ
ととして、72.7％がショッピングを挙げた。また、シンガポー
ル人の日本での旅行支出総額 28 万 9,881 円のうち、買い
物代は 7 万 3,276 円で、全体の 25.3％を占めた。

■買い物品目は、土産品から普段使いの化粧品や雑貨、生
鮮食品を含む食品などと多岐にわたる。

■北海道の有名なホワイトチョコレートや、ポテトスティック菓
子、バターサンドなどはよく知られており、一部はシンガポー
ルでも入手できるものの、価格面で有利な日本で土産用に
大量に購入する人もいる。北海道に限らず、日本人によく
知られている各地の土産品やご当地商品はその名を知っ
ているシンガポール人も多い。

■生鮮食品についても、日本食への高い関心から、鮮度の高
いものを訪日旅行中に買い求めて味わうだけでなく、シン
ガポール帰国時の通関上の制約が少ないことから、海産物
市場で購入したものを保冷パックに入れて持ち帰る人もい
る。

■シンガポールでは、日本の果物は高品質であると認識され
ている。熱帯では栽培されていない果物（りんご、いちご、
さくらんぼ、ぶどう、桃、柿など）への関心も高い。果物
狩りが含まれる訪日ツアーも多く、その場で試食をし、土
産として持ち帰る人もいる。

■日本酒についても有名な銘柄はシンガポール国内で入手で
きることから、その銘柄の特徴まで含めて理解しているシ
ンガポール人もおり、シンガポールではまだ売られていない
銘柄を訪日旅行中に買い求める人もいる。

■雑貨については、日本の100 円ショップと同じ商品をシン
ガポール国内で 2 シンガポールドル（約 220 円）の価格設
定で販売する店舗があるが、日本の100 円ショップのほう
がより品揃えが豊富であるため、立ち寄る人が多い。

■為替相場や日本国内の小売店間における廉売競争の恩恵
を受けて、持ち帰りやすい小型の電気製品や一般医薬品
などをシンガポールよりも安価に日本で購入しようとする人
も多い。

■日本のアウトレット・モールは、日本国内のブランド品のみ
ならず、世界のブランド品が割安に購入できることから、
ショッピングの立ち寄り先として希望する人が多い。

	 11	 	日本の食に対する嗜好
■JNTO の各種調査事業や旅行フェアなどでのアンケート調

査結果によると、シンガポール人が訪日旅行で期待してい
ることの第 1 位は「日本食を楽しむ」であることが多く、こ
の傾向はコロナ禍前と変わらず継続している。

■シンガポールでも日本国内で味わう日本食と遜色ない水準
の料理を提供する飲食店は数多く存在するが、食材の輸入
コストなどの影響を受け日本国内よりも割高な価格となっ
ていることが多く、日本国内であれば同じ予算でより多く
の選択肢があることが訪日旅行中の食の楽しみにつな
がっている。

■海産物の人気が高い。人気の料理としては、カニ、エビ、
鮭、牡蠣などの海産物をふんだんに使った寿司、刺身、鍋
物が挙げられる。特にカニ料理は、シンガポールの国民的
料理であるチリ・クラブに使われるスリランカ産のカニとは
異なり、独特な旨みがあることから人気が高い。

■日本のラーメン店が多数進出しているシンガポールでは、
ラーメンは馴染みのある食べ物である。様 な々種類のラー
メンが知られており、訪日リピーター旅行者の中には、訪
れたいラーメン店として、具体的な店名を挙げる人も多い。

■寿司や天丼、和牛の人気も高い。飛騨牛や神戸牛など、日
本でも評価の高いブランド牛は当地でもブランド名が通用
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するほど人気である。
■りんご、いちご、さくらんぼ、ぶどう、桃、柿など、日本の

果物も人気である。
■シンガポール人のムスリム（イスラム教徒）が団体ツアーなど

で訪日することも増えてきている。ツアーを造成している旅
行会社によると、豚肉やアルコールなどを使わないハラル
料理＊4 の提供といった配慮は、地方部では旅行会社自ら
対応できる施設を開拓している。首都圏や関西ではフード
デリバリーサービスを活用してハラル料理を入手できるた
め個人旅行で訪れるムスリムもいるとのことである。

＊ 4：	 宗派、国・地域、個人によって、ハラルに対する解釈が細かな
部分で異なることがある。

	 12	 	接遇に関する注意点
■訪日シンガポール人は中華系の割合が大きいため、飲食に

ついて宗教的な制約がある人は比較的少ないが、シンガ
ポール国内では宗教的な制約を持つ人への配慮としてメ
ニューに使用食材をピクトグラムで表示していることが一
般的であるため、宗教特別食が提供できない場合でも同
様の配慮が望まれる。

■他のアセアン諸国と同様に、飲酒を好まない人がいる点に
は留意する必要がある。

■シンガポールにおいても屋内で喫煙できる場所はほとんど
ないこと、また、たばこが非常に高額で喫煙者は多くない
ことから、日本滞在中の飲食場所は禁煙であることが望ま
れる。

■日本式の入浴方法については理解が進み、他人の前で裸
になることに抵抗を覚える人はかつてほど多くはないが、
温泉における様 な々ルールが気になって落ち着かないとい
う感想も聞かれる。日本での滞在期間中、温泉宿に 1 泊
はしたいが、それ以外はホテルのほうがよい、あるいは貸
切風呂で気兼ねなく過ごしたいという声もある。

■シンガポールでの日常生活と同様、日本滞在中にも、スマー
トフォンを使ってインターネットで情報収集をする人が多い。
そのため、宿泊するホテルや旅館は、Wi-Fi が無料で使え
る環境になっていることが望まれる。また、レストランの予
約など店舗に連絡を取る時はメッセージング・アプリの
WhatsApp を使い慣れている人が多いため、電話やメール
よりもWhatsAppで連絡したいという声も増えてきている。

■シンガポールの新聞・テレビなどでも、日本の自然災害な
どに関するニュースは主に通信社記事を転電する形で報じ
られる。シンガポールは地震・台風などの自然災害が極め
て少ないため、台風などでシンガポール⇔日本間の航空便

に欠航が発生すると具体的な便名が報じられることもあ
る。日本での自然災害を不安視する人も多いため、自然災
害に関する情報を、正確かつ迅速に発信することが非常に
重要である。

■シンガポールは国土が狭いため、日本の被災地の範囲（距
離感）をつかめる人は多くない。日本で発生した自然災害
が特定の地域に限られる場合は、自然災害について発信
する情報の中で、被災地の範囲を、距離を付して詳しく説
明する必要がある。

■意思疎通を英語ですることを望む人が多い。英語で接遇す
ることが望まれる。
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	 13	 	訪日旅行の有望な旅行者層
■シンガポール市場　ターゲット別の戦略・戦術

ターゲット 主な訴求パッション
観光コンテンツ・アクティビティ

その他、ターゲット
攻略のための留意事項 BtoBの取組 BtoC／ BtoBtoCの

取組
A 訪日経験者

20～40代
夫婦・パートナー

豊かな自然
　•温泉・湯治
　•高速列車・ローカル線
　•ドライブ
食・お酒
　•ローカルフード
　•カフェ
暮らし体験・交流
　•お茶・お花など室内体験
　•伝統行事・祭体験

•�リピーターほど地方の
認知・訪問率が高く、継
続的なリピーター獲得
のために地方の訴求を
強化。
•�ハネムーンや結婚記念
日などの特別な機会に
訪日旅行を検討する割
合が高いことを踏まえ
た訴求が重要。

⑤�セミナー・ネット	
ワーキングイベント	
（メディア・旅行関係者）
⑦旅行会社招請
⑧旅行博・商談会
⑨�その他	
（ニュースレター）

①広告
②�インターネット	
（WEB・SNS）
③旅行博・イベント
④共同広告
⑥PR（広報）
⑩インフルエンサー招請
⑪メディア招請

B 訪日経験者
20～40代
家族（子連れ）

ショッピング
　•ローカルフード
　•伝統工芸品
食・お酒
　•フルーツ狩り
　•酒蔵訪問
豊かな自然
　•風景
　•温泉・湯治
サブカルチャー
　•アニメ・映画の舞台訪問
　•テーマパーク

•�学校休暇中が有望な旅
行時期。
•�学びの機会の提供が日
本の強み。
•�20歳未満の子供も旅行
情報の収集に関与。
•�相対的に個人手配の割
合が低く、旅行会社と
の連携も重視。
•�訪日旅行回数だけでな
く、地方の認知・訪問
率ともに最も高く、更な
る地方誘客促進が鍵。

⑤�セミナー・ネット	
ワーキングイベント	
（メディア・旅行関係者）
⑦旅行会社招請
⑧旅行博・商談会
⑨�その他	
（ニュースレター）

①広告
②�インターネット	
（WEB・SNS）
③旅行博・イベント
④共同広告
⑥PR（広報）
⑩インフルエンサー招請
⑪メディア招請

C 20～30代
一人旅行、友人、
兄弟姉妹

豊かな自然
　•高速列車・ローカル線
　•ハイキング
　•スキー・スノボ
　•サイクリング
食・お酒
　•ローカルフード
　•カフェ
テーマパーク
　•アニメ・映画の舞台訪問
　•夜景
歴史・遺跡
　•温泉・湯治
　•遺跡・街並
　•伝統行事・祭体験
　•伝統工芸品

•�他のターゲットと比較
して、旅行消費額単価
が低く、物価、航空券
代金・ツアー代金が訪
日旅行の阻害要因。
•�FITが圧倒的に多いため、
BtoCの取組やBtoBtoC
の取組が重要。
•�卒業旅行など、特別な
機会に訪日旅行を検討
する割合が高いことを
踏まえた訴求が重要。
•�特徴的に関心の高い「歴
史や遺跡」の観点も活
用し地方の魅力を訴求。

⑤�セミナー・ネット	
ワーキングイベント	
（メディア・旅行関係者）
⑦旅行会社招請
⑧旅行博・商談会
⑨�その他	
（ニュースレター）

①広告
②�インターネット	
（WEB・SNS）
③旅行博・イベント
④共同広告
⑥PR（広報）
⑩インフルエンサー招請
⑪メディア招請

※「BtoB の取組」及び「BtoC／ BtoBtoCの取組」は、優先順位の高い取組から順に①→②→…と記載
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	 14	 	外国旅行関連の規制
■ 2 万シンガポールドル相当額以上を国外に持ち出す場合、

または国内に持ち込む場合、出入国より3 日前までに入国
管理庁（ICA）にオンラインで申告する必要がある。申告義
務は、現金のみならず、トラベラーズチェック、銀行小切
手、両替証、約束手形も含まれる。＊5

■一般的に多くの国で持ち込みが禁止されている物品（火
薬、麻薬、武器類等）に加え、シンガポールではチューイ
ンガム（自身で消費するものも含む）も持ち込みが禁止され
ている。＊6

■酒類の免税持ち込みは年齢などの諸条件を満たした上で、
ビール、スピリッツ、ワイン合わせて最大 2リットルまでと
なっている。＊7

■たばこの持ち込みには条件が定められており、日本国内で
販売されているたばこは条件を満たしていないため、持ち
込みが出来ない。＊8

■国際航空運送協会（IATA）のデータを基にして英ヘン
リー & パートナーズ社がリリースしているパスポートイン
デックス（渡航自由度調査）のランキング（2024 年 7月 23
日）によると、シンガポールの旅券保持者は査証なしで世
界 195 か国へ入国することができ、査証なし入国が可能
なエリアが世界で最も多いパスポートとなっている。イン
ド、イラクなど 32 か国へシンガポールから行くには査証が
必要である。＊9

■シンガポールは APEC 加盟国である。加盟国間の協定に
より、APECビジネス・トラベル・カード保持者は APEC
加盟国において迅速な入国審査手続きが可能となってい
る。＊10

■ 観光や商用等が目的で日本に入国する場合、シンガポール
人は最長 90 日まで査証が不要である。

＊ 5：	 シンガポール入国管理庁（ICA）
	 https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/at-our-

checkpoints/for-travellers/CBNI
＊ 6：	 シンガポール入国管理庁（ICA）
	 https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/entering-

singapore/what-you-can-bring
＊ 7：	 シンガポール税関
	 https://www.customs.gov.sg/files/individuals/guide-to-

travellers-japanese-june-2020.pdf
＊ 8：	 在シンガポール日本国大使館
	 https://www.sg.emb-japan.go.jp/files/ シンガポールへたば

この持ち込みについて .pdf

＊ 9：	 ヘンリー・パスポート・インデックス「グローバル・パスポート・
ランキング」

	 https://www.henleyglobal.com/passport-index/ranking
＊ 10：	 外務省
	 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/apec/about_vabtc.

html

	 15	 	旅行業法
■観光産業に関する法令は、宿泊施設（ホテル等）の免許な

どについて規定するホテル法（Hotels Act / Cap. 127）＊11

と、シンガポール政府観光局の設立や観光ガイドなどにつ
いて規定するシンガポール観光局法（Singapore Tourism 
Board Act / Cap. 305B）＊12、旅行会社の免許や営業、サー
ビス内容などについて規定する旅行代理店法（Travel 
Agents Act / Cap. 334）などがある。

■旅行会社は旅行代理店法により、シンガポール政府観光
局への登録が義務付けられている。＊13

＊ 11：	 シンガポール国立公文書館
	 https://www.nas.gov.sg/archivesonline/government_

records/docs/3bdede14-5857-11e7-83df-0050568939ad/
S.12of2000.pdf?

＊ 12：	 シンガポール観光局
	 https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/about-stb/

legislation.html
＊ 13：	 シンガポール観光局
	 https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/assistance-and-

licensing/licensing-overview/travel-agent-licence.html

https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/at-our-checkpoints/for-travellers/CBNI
https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/at-our-checkpoints/for-travellers/CBNI
https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/entering-singapore/what-you-can-bring
https://www.ica.gov.sg/enter-transit-depart/entering-singapore/what-you-can-bring
https://www.customs.gov.sg/files/individuals/guide-to-travellers-japanese-june-2020.pdf
https://www.customs.gov.sg/files/individuals/guide-to-travellers-japanese-june-2020.pdf
https://www.sg.emb-japan.go.jp/files/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%B8%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%81%B0%E3%81%93%E3%81%AE%E6%8C%81%E3%81%A1%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
https://www.sg.emb-japan.go.jp/files/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%B8%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%81%B0%E3%81%93%E3%81%AE%E6%8C%81%E3%81%A1%E8%BE%BC%E3%81%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/apec/about_vabtc.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/apec/about_vabtc.html
https://www.nas.gov.sg/archivesonline/government_records/docs/3bdede14-5857-11e7-83df-0050568939ad/S.12of2000.pdf?
https://www.nas.gov.sg/archivesonline/government_records/docs/3bdede14-5857-11e7-83df-0050568939ad/S.12of2000.pdf?
https://www.nas.gov.sg/archivesonline/government_records/docs/3bdede14-5857-11e7-83df-0050568939ad/S.12of2000.pdf?
https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/about-stb/legislation.html
https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/about-stb/legislation.html
https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/assistance-and-licensing/licensing-overview/travel-agent-licence.html
https://www.stb.gov.sg/content/stb/en/assistance-and-licensing/licensing-overview/travel-agent-licence.html

